４　絵に詩 (うた)い、絵で想う―難波田龍起と抽象美術
（同時開催／ガレとアール・ヌーヴォー―ガラスの中の自然／憧れの文様―浮世絵で着物の美を楽しむ）

会期：平成25年2月2日（土）～4月14日（日）
会場：北海道立近代美術館　常設展示室
主催：北海道立近代美術館
後援：札幌市、札幌市教育委員会
協力：JR北海道


絵に詩 (うた)い、絵で想う―難波田龍起と抽象美術
Abstract Paintings by Tatsuoki Nambata and His Contemporaries
　20世紀の美術における新たな創造のなかでも、抽象絵画の誕生は最初期に起こった決定的な革新であった。目に見える事物の描写から、色彩・線・形態を解放した抽象絵画は、20世紀初頭にヨーロッパとロシアで生まれた。日本にも大正期に伝えられ、昭和の戦前期に若く前衛的な画家たちが取り組むようになり、戦後には絵画の世界を具象と抽象に二分するほどにさかんとなった。
　こうしたなかできわめて独自性の高い抽象絵画を生み出し、日本を代表する抽象画家のひとりとなったのが難波田 (なんばた)龍起 (たつおき)(1905～1997)である。
　難波田龍起は旭川に生まれ、東京で育った。詩人にして彫刻家の高村光太郎の薫陶を受けて芸術を志すようになり、1937(昭和12)年に自由美術家協会の創立に参加。戦後まもなくから都市風景や北海道の自然をモチーフに画面の抽象化を強め、1950年代半ばには自律的な線と色彩の構成による抽象絵画を制作するようになった。その後、作風を変化させながらも一貫して内面的なものの表現を探求し続け、ゆたかな詩心に満ち、人間の生と死をめぐる深い思索が込められた抽象絵画の世界を切り拓いたのである。
　本展では、当館の所蔵する難波田龍起の全作品(油彩11点、素描5点、版画8点)、ならびに最晩年の油彩画1点(法人蔵、札幌)を展示して、制作のあゆみをたどりながらその比類ない創造の奥深くに迫った。あわせて、難波田龍起が活動した昭和戦前期から平成にかけての画家たちによる多彩な抽象絵画を、当館の北海道美術コレクションから紹介し、抽象絵画の魅力を広く探ることをねらった。



●展示構成
Ⅰ　難波田龍起　1940－1956　セピア色のギリシャから直線と灰色の近代へ 

Ⅱ　抽象の画家たち　戦前の前衛から戦後の近代主義へ

Ⅲ　難波田龍起　1958－1997　リズミカルな線から豊穣な色彩の空間へ

Ⅳ　抽象の画家たち　アンフォルメルから多様な絵画表現へ


ガレとアール・ヌーヴォー―ガラスの中の自然
Gallé & Art Nouveau: Depictions of Nature in Glass Art
　19世紀、ヨーロッパでは市民社会が成熟する中で、絵画や彫刻、公的な建築だけでなく、ガラスや陶器、室内装飾などの日用品に美を浸透させ、機械化や産業化によって低下した芸術性を高めようという動きが広まった。フランスではいわゆる「アール・ヌーヴォー（新しい芸術）」と呼ばれたこの芸術運動において、中心的な担い手として活躍したのがエミール・ガレ(1846～1904)であった。
　ガレをはじめとするアール・ヌーヴォーの作家にとって、創造の大きな源泉となったのが、豊穣な自然のイメージである。自然は、動植物がみせる優美な形態が魅力であるとともに、当時、急速に発展し始めた機械技術に対する批判のシンボルにもなった。また、繰り返される四季の営みが示す不変性や、多様な生物が織りなす調和という性質は、安定と調和を求めるフランス社会の理想像とも重ねられたのである。
　本展では、自然への深い洞察にもとづき、ときに文学的・哲学的象徴が込められ、ときに日本など非ヨーロッパ世界の美術と融合したガレの作品を紹介した。同時代の作品もあわせて展示し、19世紀末から20世紀はじめにかけてのフランスで、ガラスの中に結実した自然の世界を概観した。

●展示構成
「エミール・ガレ、自然へのまなざし」、「アール・ヌーヴォーとジャポニスム」、「芸術と産業」という3つのトピックを設け、それぞれのテーマに沿った作品を展示した。最後のトピックでは、ガレの経営者としての側面にも注目し、ガラス工場や万博での展示風景を写真パネルで紹介した。




憧れの文様－浮世絵で着物の美を楽しむ
Kimono Designs Depicted in Ukiyoe
流行を意識し衣服に贅を尽くすことは、かつては一部の人々だけの楽しみであった。しかし、泰平の世が続く江戸時代になると状況は一変、経済の豊かさを背景に庶民の間でも装いや遊びへの関心が高まり、富裕な町人を中心に個性的な服飾文化が花開いた。当時の衣服は着物。着物の形自体に大きな変化はないが、江戸時代は創意を凝らした文様が次々に考案され、単に美しいだけでなく、人々の思いまでも込められた魅力あふれる文様の着物が登場した。そして、こうした装いの伝播に一役買ったのが、江戸の町人文化から生まれた浮世絵であった。高度な多色摺木版の技術によって、着物の細かな文様や微妙な色彩を表現し、複製できる利点を生かして、最新の着物情報を広めたのである。なかでも美人画は、美人の装いを通して人々の憧れや購買欲を刺激する、現代のファッション誌的な存在だったといえるだろう。
この展覧会では、当館所蔵の美人画に描かれた文様を紹介しながら、当時の人々の思いや美意識を探った。
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●作品展示
札幌通運株式会社

●会場造作
株式会社松原建装

●広報印刷物
ポスター／B2判
チラシ／A4判
印刷：山藤三陽印刷株式会社
デザイン：松浦志乃

●関連事業
[ギャラリー・トーク]　会場はいずれも常設展示室
日時：2月9日(土)、4月6日(土)　午後2時～2時30分
講師：松山聖央(当館学芸員)
内容：「科学と自然―エミール・ガレが見た世紀末」

日時：2月16日（土）午後2時～2時30分
講師：村山史歩（当館学芸員）
内容：「憧れの文様　浮世絵で着物の美を楽しむ」

日時：3月30日(土)、4月13日(土)
講師：中村聖司(当館学芸第三課長)
内容：「青い花と抽象―難波田龍起のロマン主義を探る」


●主な新聞・雑誌記事等
【これくしょん・ぎゃらりい全体】
・HO　2013年5月号

【難波田龍起と抽象美術】
・ぶらら　2013年2・3月号
・美術の窓　2013年3月号
・一枚の繪　2013年3月号

【憧れの文様】
・オトン2013年vol.52
・Air.G 「リーフ」2013年2月22日


